


スマート農業機械の利用計画
経営状況・スマート農機の利用内容（予定）

経営品目

R6 R7 R8 スマート農業機械の利用範囲

経営面積
（ha）

経営面積
（ha）

経営面積
（ha） 本事業により導入し、利用するスマート農業機械

①
土
地
利
用
型
作
物

水稲

□自動操舵システム（□トラクター □田植え機 □コンバイン □ その他 ( ）)
□直進アシスト機能付き田植え機
□自動飛行ドローン（□追肥 □農薬散布 □その他（ ））
□水管理システム
□RTK-GNSS均平システム

大豆
□自動操舵システム（□トラクター □コンバイン □その他 ( ））
□自動飛行ドローン（□追肥 □農薬散布 □その他（ ））
□RTK-GNSS均平システム

麦

□自動操舵システム（□トラクター □コンバイン □その他 ( ）)
□自動飛行ドローン（□追肥 □農薬散布 □その他（ ））
□RTK-GNSS均平システム

子実用とうもろこし

□自動操舵システム（□トラクター □コンバイン □その他 ( ）)
□自動飛行ドローン（□追肥 □農薬散布 □その他（ ））
□RTK-GNSS均平システム

①計

②上記以外の品目

（ ）
※今回導入するスマート農業機械を上記以
外の品目でも利用する場合。

□自動操舵システム（□トラクター □コンバイン □その他 ( ）)

□自動飛行ドローン（□追肥 □農薬散布 □その他（ ））

□RTK-GNSS均平システム

②計

スマート農業機械導入により求める効果

自動操舵システム ／ 直進アシスト機能付き田植え機 自動飛行ドローン 水管理システム RTK-GNSS均平システム

□ 作業時の疲労軽減のため。
□ 作業の重複がなくなることによる作業効率の向上のため。
□ 非熟練者でも熟練者と同等以上の精度、速度で作業が
可能できることによるオペレーター確保のため。

□ その他（ ）

□ 急傾斜地等、人が入りにくい場所での防除作業を軽労
化するため。

□ 適正な時期に防除等を行うため。
□ 防除等作業の効率化のため。
□ 防除コスト削減のため。
□ 高度な操縦技術は必要ないことによる人手不足の解消
のため。

□ その他（ ）

□ 水管理に要する時間の削減のため。
□ 水位が下がった際や、低温・高温の際の迅速な
水管理に対応するため。

□ その他（ ）

□ 均平作業の精度向上のため。
□ 作業時間の削減のため。
□ レーザー光線の錯綜問題を解消するため。
□ その他（ ）
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